
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

貿易摩擦による倒産件数の増加 - 2025 年 10 月  1 

アトラディウスによる倒産件数予測 2025年10月 

貿易摩擦による倒産件数の 
増加 
 

世界の倒産件数は2025年に5%増加した後、2026年には3%の減少になると予測されており、この
数値は2025年4月時点の経済見通しから上方修正されています。 

企業倒産件数急増の原因となった2024年の状況が改善されていない上、世界経済における新たな
リスク要因（特に関税率の引き上げと不確実性の高まり）が生まれており、当社では倒産件数が
さらに悪化すると予測しています。 

2026年を見据えると、明るい兆しも見られます。インフレは低い水準で安定しているように見
え、世界中の中央銀行は利下げを開始しました。こうした動向を受けて、近い将来、企業の財政
状況は徐々に改善されると推測できます。

世界全体の倒産件数は、2025年に5%増加し、その後、2026

年には前年比3%減少すると言われています。 

2025年、本レポートで取り上げる29の市場のうち、18の市場
で倒産件数の増加が見込まれています。これは、倒産件数が
大幅に増加した2024年（すべての市場で前年比19%増加）に
続く数値です。この倒産件数の増加は、投入コストの上昇、
高金利、コロナ禍の政府による経済支援措置の終結など、厳
しい経済状況が要因となっています。2025年の第1四半期か
ら第3四半期のデータは、倒産水準が4月の経済見通しを上回
っていることを示しており、こうした厳しい状況が従来予想
されていたよりも続くことが明らかになりつつあります。さ
らに、世界経済は緊張が高まる兆候を見せ始めており、大幅

な関税率の引き上げ、経済政策の不確実性により、経済成長
が予想を下回る結果となっています。 

2026年に向けて、各企業は新たな経済環境に適応していくも
のと予想されます。また、米国を除くと、関税がインフレに
与える影響は限定的であると考えられます。米国では、連邦
準備制度理事会（FRB）が2025年と2026年にさらに数回の利
下げを実施する可能性が高いため、企業の財政状況は改善す
るものと思われます。ユーロ圏では、2025年の残り期間と
2026年には追加利下げが見込まれないことから、財政状況は
概ね、安定を維持すると予測されます。 
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貿易関税と不確実性が成長の
足かせとなる 
世界的に見ると、2025年には2.7%、2026年には2.5%という
経済成長が予想されています。これにより、2026年の見通し
は前年4月の倒産件数の予測と比較すると、0.3ポイント下方
修正となります。今年の世界経済は、不安定な経済政策や貿
易関税率の引き上げに直面しながらも、レジリエンス（回復
力）を示しました。これは主に、関税率の引き上げを見越し
て、企業や一般家庭が取引や経済活動を大幅に前倒しした結
果です。高い在庫量に加え、コスト上昇分を消費者への価格
に転嫁する代わりに、企業はこれまで利益率の低下を受け入
れてきました。2026年は、特に米国において、関税率引き上
げによるマイナスの影響がより明確に現れると予想されます。 

米国の全輸入品に対する実効関税率は現在18%を超えており、
1930年のスムート・ホーリー関税法以来の最高水準に達し、
2024年の2%未満から大幅に上昇しています。4月上旬から延期
されていた関税の適用は、8月上旬に発動されました。EU、日
本、英国は関税率の引き上げ（それぞれ15%、15%、10%）を回
避する合意 を確保しまし たが、インド （50%）、ブラジル
（50%）、カナダ（USMCA非準拠品に35%）は合意に至りません
でした。メキシコとの交渉は継続中であり、中国に対する30%
の関税引き下げを伴う貿易休戦はさらに90日間延長され、11月
10日までになりました。「ニューノーマル」の関税体制が形成
される一方で、貿易戦争の今後の進展は不透明なままです。 

米 国 経 済 に つ いて は 、 当 社 は 、2025年 に1.9%、2026年 に
2.0%の成長を予測しています。関税率の引き上げと政策の今
後の不確実性により、両年度とも前回の倒産件数見通しと比
較して、累計0.6ポイントの成長率下方修正を行いました。消
費者支出は2025年上半期も引き続き増加しましたが、その伸
び率は2024年の平均よりはるかに緩やかでした。特に、関税
戦争が勃発した2025年第2四半期には、投資が明らかに減少
しました。 

ユーロ圏は、関税の影響が顕著になるにつれて、2025年に
1.2%、2026年には0.8%という緩やかな成長が見込まれていま
す。2025年、ユーロ圏の主要諸国の中で最も成長率が低いの
がドイツです。ドイツの大規模産業セクターの短期展望は、
関税率の引き上げと長引く不確実性が海外需要を圧迫し、依
然として厳しい状況です。一方、南ヨーロッパ諸国は、観光
セクターの成長、労働市場の回復、財政支出に牽引され、比
較的堅調なGDP数値を示しています。オランダの場合は、前
回の展望とほぼ同じ数値を示しています。4月の関税発効を前
に米国向け輸出が前倒しされたことで、第1四半期の成長は予
想を上回ったものの、今年残りの期間の成長は引き続き低調
が続く見通しです。 

主要な中央銀行はインフレ率の低下に対応し、金融政策の緩和
路線に乗り出しました。欧州中央銀行（ECB）は2024年半ば
以降、さまざまな利下げを実施しています。当社は、インフレ
がさらに低下する明確な兆候が確認できた時点で、欧州中央銀

行（ECB）が追加利下げを実施するものと考えています。
2025年と2026年のユーロ圏では、追加利下げは行われないと
いうのが当社の想定する基本シナリオです。連邦準備制度理事
会（FED）は、9か月間の政策金利の安定期間を経て、2025年
9月に25bpsの利下げを実施しました。最近の米国のインフレ
データは関税の影響が一部表れているものの、雇用統計は予想
を下回っています。FEDは、雇用促進と物価安定という二重の
使命を負っているため、欧州中央銀行（ECB）よりも労働市場
データを重視しています。2025年はさらに25bpsの利下げが
1回、2026年にはさらに数回実施されると予想しています。 

短期的に見ると、不安定な経済状況が長引き、企業の融資が制
限されるという影響を受ける可能性があります。全体として、
ユーロ圏の企業向け融資の与信基準は、2025年第2四半期もほ
ぼ変化はありませんでした。経済見通しに関連するリスク認識
は、引き続き与信基準の引き締めにつながりました。一方、銀
行間の競争圧力は緩和効果をもたらしました。米国では、銀行
があらゆる規模の企業に対する商業・産業融資の審査基準を厳
格化したとの発表がありました。同時に、2024年に実施され
た金融緩和策がゆっくりと効果を発揮し、ある程度の余裕がも
たらされると思われます。全体として、政策の不確実性によっ
て重大な下振れリスクは残るものの、2025年の残りの期間、
企業にとって財政状況は有利になると思われます。 

2025年の第1四半期から第3
四半期にかけて、大半の市場
で倒産件数が増加 
2024年、世界的に企業の倒産件数が大幅に増加しました（前
年比19%増）。最新のデータによると、2025年の第1四半期か
ら第3四半期にかけて、大半の市場で倒産件数の増加が続きま
した。図-1は、前年同期比で今年上半期の成長率を示してい
ます。当社が観察（注視）する29の市場のうち、18の市場で
倒産件数の増加が記録されました。 

その多くは、4月の見通しでは予測されていなかった急増に
よるもので、国によって異なる動向を反映しています。スイ
スの倒産件数の増加は、2025年1月1日に施行された破産法
の大幅な改正に関連していると見られています。法の改正に
より、公的機関は債務の未払いを根拠に、企業の破産手続き
を開始できるようになり、法人と民間債権者が同等の立場で
処理されるようになりました。フィンランドでは、景気減速
が続いている上、2024年の付加価値税の引き上げ（消費者
にコスト増を転嫁できない中小企業にとって特に負担となっ
ている）がさらなる圧力となっています。韓国では、コマー
シャルペーパー (CP) 発行や企業向け融資の債務不履行が急
増しており、景気後退の中で財政状況が悪化していることを
示しています。ドイツでは、企業は特に需要の低迷、コスト
の上昇、そして政策の不確実性の継続に苦戦しています。そ
の結果、2025年前半の企業の倒産件数は過去10年間で最悪
のレベルに達しました。当社は、ドイツの経済状況が安定化
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すると予想していたものの、予想以上に悪化傾向が長引いて
います。 

 

フランスとオーストリアでも、2025年の第1四半期から第3四
半期にかけて、倒産件数が上昇しました。上昇率は比較的緩や
かで、4月に予測した見通しと概ね一致しています。経済成長
は低調であるにもかかわらず、脆弱な企業はすでに市場から撤
退したと見られています。これによって、企業の倒産件数は安
定した水準になり、回復への道が開かれる見通しです。 

オーストラリアでは、2025年初頭の上昇が影響し、倒産件数
の前年比増加率が比較的高い状態が続いています。ただし、
四半期ベースで見ると、倒産件数は減少傾向に転じていま
す。これは、オーストラリア準備銀行による継続的な利下げ
政策を背景に、景気後退の底を脱した可能性があることを示
しています。 

イタリアとシンガポールは状況が異なり、倒産件数の増加は
ほとんどがパンデミック時の異常な経済低迷が正常化したこ
とを反映しています。イタリアの動向は緩やかで、パンデミ
ック発生前の水準に向かって推移している一方で、シンガポ
ールでは急激に上昇し、パンデミック発生前の基準値を上回
っています。シンガポールでは、事業費の高騰、不透明な顧

客需要、キャッシュフローの逼迫が相まって、企業にとって
厳しい状況が続いています。 

しかし、一部の市場では変化や下落傾向はほとんど見られ
ず、世界的な逆風にもかかわらず、回復力が強いことが浮き
彫りになっています。米国では、関税率引き上げによる圧力
がかかったにもかかわらず、企業の倒産件数はほぼ横ばいの
状態が続いていました。企業側が関税率の施行を見越して在
庫を増強したことで、関税の悪影響は短期的には吸収されま
した。英国では、倒産件数も安定していましたが、パンデミ
ック発生以前の水準を上回る状態で、Brexit（EU離脱）後の
企業環境が厳しくなったことを反映しています。 

ポーランドとポルトガルでは、力強い成長に支えられ、倒産
件数は依然としてパンデミック前の水準を下回っています。
デンマークとオランダでは、最近の変動にもかかわらず、倒
産件数はパンデミック後のピークを下回った状態が続いてい
ます。一方、カナダでは、米国との貿易摩擦が続いているに
もかかわらず、2024年に記録した高い水準から正常化が進ん
でいます。 

2025年の倒産件数は増加傾
向が継続し、2026年に若干
減少する見込み 

前章では、2025年の第1四半期から第3四半期にかけての倒産
件数の動向について説明しました。次に、2025年度および
2026年度の年間倒産件数予測を、前年比の変動幅（対2024
年比の2025年の合計）で見てみましょう。 

世界の倒産件数は2025年に5%増加すると予測されており、こ
れは2025年4月のベースラインシナリオで想定した結果より
も悪いものの、最悪の予測よりは良好な見通しです。2026年
には、企業の倒産件数は3%減少すると予想されています。こ
れまで、ほとんどの市場で最近の最高値から徐々に下落する
と予想していましたが、この調整は若干遅れています。貿易
関税率の引き上げと政策の不確実性が複合的に影響し、短期
的には破産水準が上昇を続け、それまでの下降傾向から変化
しています。最近の貿易協定によって関税をめぐる不確実性
の一部が解消され、財政状況も比較的良好であることから、
2026年には倒産件数が減少すると予測されています。 

図-1 2025 年の第 1 四半期から第 3 四半期にかけ
て、大半の市場で倒産件数が増加 

 
* データラベルは、その市場で入手可能な最新の月または四半期を示
します。 
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図-2は、当社の世界全体および地域別予測を示しています。
2025年4月の見通しと比較すると、すべての地域で見通しが
上方修正されています。北米では、関税が米国とカナダの経
済を圧迫するため、2025年と2026年の両方で5%の着実な増
加を見込んでいます。欧州では関税の影響が比較的深刻では
ないため、倒産件数は2025年に3%増加した後、2026年には
7%減少すると予測されています。アジア太平洋地域では、脆
弱な財政状況や新型コロナウイルス関連の債務の蓄積による
影響を考慮し、2025年は7%の増加を予想しています。2026
年には、企業の倒産件数が過去最高水準から減少するにつれ
て、急激な20%の減少が続くと予想されます。 

以下のサブセクションでは、各地域における主要な動向を詳
述する。図-3には、観察対象の市場全体における2025年と
2026年の年間成長率を示しています。 

北米 

米国における倒産件数は、2025年は6%、2026年は7%の増加
と予測されています。この数値は、2025年4月の見通しで想
定していたよりも、倒産件数の増加が大きいことを示してい
ます。7月と8月の初期データは、この2か月間に急激な増加が
あったことを示唆しています。企業の倒産件数が継続的に増
加しているのは、債務負担の増大と高金利を反映して、企業
の流動性悪化が主な要因であると考えています。同時に、企
業は家計消費の減速、依然として続くインフレ、関税による
不確実性といった逆風に直面しています。関税率引き上げの
効果がサプライチェーン全体に遅れて波及し、コストを上昇
させ、新規設備投資を抑制するため、2026年にはさらに倒産
件数が増加すると予想できます。 

 

  

カナダの状況は少し異なります。2024年、高金利と新型コロ
ナウイルス関連の債務返済が原因で、企業の倒産件数はピー
クに達しました。それ以降、企業の倒産件数は部分的に正常
化（減少傾向）しています。しかし、最近では、関税率の引
き上げと経済政策の不確実性がカナダ経済に重くのしかかっ
ているため、この調整は行き詰まっているようです。2025年
の残りの期間において、企業の倒産件数は概ね横ばいで推移
すると予想されますが、これはコロナ禍以前の水準と比較し
て高い水準を示しています。2024年の倒産件数が例年より非
常に多く、当社の予測では、2025年は前年比17%の減少が見
込まれています。2026年、経済は新たな関税状況に適応して
いきます。その後、正常化プロセスが再開され、倒産件数が
さらに14%減少すると予想されます。 

欧州 

近年の倒産動向に基づいて、欧州各国を2つの主要グループに
分類します。第1のグループには、オーストリア、フィンラン
ド、フランス、ドイツ、アイルランド、スウェーデンが含ま
れ、2022年以降、これらの国では企業の倒産件数が増加し、
2024年または2025年初めにピークを迎えます。この急増
は、金利上昇、新型コロナウイルス感染症関連の債務返済、
投入コストの増加、経済政策の不確定性が複合的に作用した
結果で、倒産件数のレベルはパンデミック以前を大きく上回
っています。金利が緩和され、財政状況が改善されるととも
に、脆弱な企業が市場から撤退していることから、2025年後

図-2 地域全体で倒産増加が緩和 

 

出典：Atradius 
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半には倒産件数が減少し始め、2026年は通年で減少傾向が続
くと予想されます。 

最新のデータですでに下降傾向を示しているアイルランドと
スウェーデンは、2025年はそれぞれ14%と10%の大幅な減少
が見込まれています。正常化プロセスは2026年まで継続する
とともに、アイルランドではさらに20%、スウェーデンでは
17%減少が見込まれます。 

ドイツでは、倒産件数が2015年以来の最高水準に達していま
すが、調整はこれから始まる可能性が高いと思われます。
2025年には9%の増加が続き、2026年には19%の大幅な減少
が予想されます。2026年に想定されるこの減少は、パンデミ
ック終結後の数年間に競争力を維持するのに苦労した企業の
淘汰が完了したという事実を反映しています。 

フランスの状況はドイツに近く、倒産件数は2022年以降、着
実に増加しています。しかし、最近のデータはわずかな鈍化
を示しており、これは、2025年後半から始まるコロナ禍前の
レベルに向けた段階的な調整の始まりと当社は解釈していま
す。全体として、2025年のフランスの倒産件数は、ほぼ横ば
いで推移し、2026年には12%減少すると予測されています。 

第2のグループは、最近の経済的逆風に対してレジリエンス
（回復力）を示した国々で構成されています。デンマーク、
オランダ、ポーランド、ポルトガル、イタリア、ノルウェー
などの国が該当します。 

オランダとデンマークでは、倒産件数はすでにピークに達した
と見られており、施策上の抑え込みにより低水準だったコロナ
禍の状態からの補正が行われています。当社では、この状態が
比較的安定して推移すると予想しています。2025年には、オ
ランダで12%、デンマークで4%の減少を見込んでいますが、こ
れは主に2024年に記録された高い水準と比較したベース効果
を反映したものです。しかし、経済成長の低迷により、2026
年にはわずかに悪化すると予想され、倒産件数はオランダでは
8%、デンマークでは5%増加すると予測されています。 

ポルトガルとポーランドでは、ポストコロナの調整もほぼ完
了したと見られています。2025年については、ポルトガルで
8%、ポーランドで2%の減少を見込んでいます。2026年も堅
調な経済活動が続くと予想されており、ポーランドで2%、ポ
ルトガルで1%とさらに緩やかな減少になると考えられます。 

イタリアでは、主にコロナ禍の施策上の抑え込みによる低水
準からの正常化を反映して、2025年には倒産件数が10%増加
すると予想されています。この上昇傾向は2026年も続く見込
みですが、ペースは鈍化し、4%の増加が予測されています。
ノルウェーの倒産件数はパンデミック前の水準で安定してお
り、2025年残りの期間もほぼ変わらない状態が続くという見
通しです。2026年には、経済成長の鈍化によって、倒産件数
はわずかに増加すると予想されます。 

最後に、いずれのグループにも当てはまらないのがスペイ
ン、英国、スイスです。スペインでは、2015年以降、倒産件
数が徐々に増加しています。この構造的な傾向は持続すると
予想され、2025年には2%の増加、2026年には安定すると予
測されています。英国では、Brexit（EU離脱）後の期間に倒

産が急増しており、2025年から2026年にかけては、高い水準
が安定して維持されると考えられます。スイスでは、破産法
の改正によって、公的機関が債権回収を統括して行うように
なったことが、倒産件数の増加の原因となりました。世界全
体で見ると、2025年の倒産件数は21%増加し、2026年にはわ
ずか1%と大幅に減少すると予想されています。 

アジア太平洋 

アジア太平洋地域の観察対象の市場すべてにおいて、2025年
には倒産件数の増加が予想されています。 

シンガポールでは、今年上半期に倒産件数が急増し、コロナ
禍（新型コロナウイルス感染拡大）以前の水準を上回りまし
た。通年で見ると、すべての市場の中で最も高い44%の増加
を見込んでおり、2026年も倒産件数は高い水準が続くと予想
されます。韓国でも、長引く景気後退、コスト上昇、信用条
件の厳格化、消費者の需要低迷を背景に、倒産件数が顕著に
増加しています。2025年には10%の増加が予測されており、
減少に転ずるのは、2026年までずれ込む見込みです。 

日本では2025年の倒産件数は高い水準で停滞し、わずか2%増
にとどまると見込まれています。2026年には、大幅な調整が
実施され、16%の減少になると思われます。オーストラリア
は、この地域で唯一、倒産件数のピークを過ぎたとみられる
市場として際立っています。金利が緩和され、物価上昇圧力
が安定するとともに、2025年後半にかけて、緩やかに低下す
ると予想されています。しかし、今年初めに倒産件数の水準
が上昇したため、通念の数字は依然として5%増加すると考え
られます。2026年には、より顕著な改善が見込まれ、28%の
減少となると予想されています。 
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附録   

 

 

2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025f 2026f

Australia 1 2 -19 16 -16 -8 3 3 -41 -9 43 43 46 5 -28

Austria 3 -10 -1 -5 1 -3 -2 1 -40 0 57 13 22 -2 -29

Belgium 4 11 -9 -9 -6 9 -1 7 -32 -9 42 11 8 6 2

Brazil 7 8 -1 12 -13 29 0 -1 -25 -10 8 9 7 13 -1

Canada -11 -2 -2 -1 -7 -6 -1 3 -23 -8 35 41 29 -17 -14

Czech Republic - - - 317 -10 -15 -16 4 -10 21 -6 -6 4 11 -3

Denmark 4 -15 -21 15 18 -4 7 6 -14 -2 30 9 -19 -4 5

Finland 1 5 -5 -14 -6 -10 17 3 -19 16 7 25 5 7 -18

France 3 3 0 0 -8 -6 -1 -5 -40 -11 50 37 17 0 -12

Germany -6 -8 -7 -4 -7 -7 -4 -3 -16 -12 4 22 22 9 -19

Hong Kong 2 15 3 1 -9 -14 -6 9 -14 6 -25 38 16 3 -2

Ireland 3 -19 -15 -10 -2 -15 -13 -25 1 -30 25 33 32 -14 -20

Italy -1 22 12 -5 -9 -11 -6 0 -32 18 -20 7 19 10 4

Japan -5 -10 -10 -9 -4 0 -2 2 -7 -22 7 35 15 2 -16

Netherlands 21 13 -19 -21 -17 -23 -6 4 -16 -43 18 52 31 -12 8

New Zealand -4 -5 -2 -10 -6 -9 3 -10 -17 -7 12 20 40 7 -21

Norway -13 18 6 -3 -1 4 12 3 -11 -24 13 23 5 0 3

Poland - - -9 -7 -19 -2 4 -5 0 -30 -13 13 6 -2 -2

Portugal 32 -6 -19 -4 -24 -18 -12 -8 2 -12 -17 18 7 -8 -1

Romania 36 10 -30 -50 -18 9 -9 -21 -13 8 8 0 9 -1 5

Singapore 14 14 -12 1 1 -9 1 -1 -41 4 -4 14 12 44 -1

South Africa -24 -13 -13 -5 -1 -3 -1 11 0 -5 -1 -13 -6 -2 0

South Korea - - 17 9 26 -6 15 16 15 -11 5 65 17 10 -28

Spain 37 14 -28 -23 -17 -2 -1 10 -13 30 24 -20 15 2 0

Sweden 7 3 -7 -10 -6 6 13 2 -1 -11 6 29 21 -10 -17

Switzerland 3 -5 -10 4 7 3 22 -2 -15 8 37 -1 15 21 -1

Turkey 7 8 -9 -13 -10 19 -8 3 14 8 41 11 21 9 0

United Kingdom -4 -9 -8 -10 1 -1 10 7 -26 11 57 14 -5 0 -1

United States -16 -17 -19 -8 -2 -4 -4 3 -5 -34 -6 40 22 6 7

Sources: Atradius, Macrobond, national sources

Table A1 Total insolvencies - annual percentage change

2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025f 2026f

Australia 128 130 106 122 102 94 97 100 59 54 77 111 162 169 122

Austria 120 109 108 103 104 101 99 100 60 60 95 107 131 128 91

Belgium 100 111 101 92 87 94 93 100 68 62 87 97 104 111 112

Brazil 75 81 81 90 78 101 101 100 75 68 73 79 85 96 95

Canada 118 116 113 112 105 98 97 100 77 71 95 135 174 144 124

Czech Republic - - 35 148 134 114 96 100 90 109 103 97 102 112 109

Denmark 101 86 68 78 91 88 94 100 86 84 109 119 96 92 97

Finland 114 119 114 98 92 83 97 100 81 94 101 126 133 143 117

France 119 122 122 122 113 106 105 100 60 53 80 110 129 129 114

Germany 151 139 128 123 115 107 103 100 84 75 78 95 116 127 103

Hong Kong 105 121 125 126 115 98 92 100 86 92 68 95 110 114 112

Ireland 296 240 205 185 182 154 133 100 101 71 88 117 154 133 107

Italy 102 125 139 133 121 107 100 100 68 81 64 69 82 90 93

Japan 145 129 116 105 101 100 98 100 93 72 77 104 119 122 102

Netherlands 220 249 201 158 132 102 96 100 84 48 57 86 113 99 106

New Zealand 153 145 141 127 119 108 111 100 83 77 86 103 145 154 122

Norway 69 81 86 83 83 86 97 100 89 67 76 94 98 98 101

Poland - 152 138 128 103 101 105 100 100 70 61 70 74 72 71

Portugal 271 254 206 198 150 123 108 100 102 89 74 88 94 86 85

Romania 411 454 317 157 128 140 127 100 87 94 102 102 111 111 116

Singapore 106 121 107 108 109 100 101 100 59 61 58 67 75 108 107

South Africa 133 116 101 96 95 91 90 100 100 95 93 81 76 75 75

South Korea - 50 58 63 79 75 87 100 115 103 108 178 208 229 165

Spain 180 206 148 114 94 92 91 100 87 113 141 112 129 132 132

Sweden 102 105 97 87 82 87 98 100 99 88 93 121 146 131 109

Switzerland 85 81 73 76 81 83 102 100 85 92 126 125 144 174 172

Turkey 114 124 113 98 88 105 97 100 114 122 173 192 232 253 254

United Kingdom 113 103 95 85 85 85 93 100 74 82 129 147 139 140 139

United States 175 146 118 108 106 102 98 100 95 63 59 83 101 108 115

Sources: Atradius, Macrobond, national sources

Table A2 Total insolvencies - index, 2019 = 100
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出典：アトラディウス、Macrobond、各国の情報源 

出典：アトラディウス、Macrobond、各国の情報源 

表 A1 合計倒産率（対前年比） 

表 A2 合計倒産指標（2019 年＝100） 
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